
333

訳
者
あ
と
が
き

本
書
はH

. L. A
. H

art, E
ssays on Bentham

: Studies in Jurisprudence and Political T
heory 

（O
xford 

U
niversity Press, 1982

） 

の
全
訳
で
あ
る
。
原
文
の
イ
タ
リ
ッ
ク
に
よ
る
強
調
は
太
字
と
し
た
。
ま
た
〔　

〕
内
は
、

節
の
題
名
も
含
め
て
、
訳
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

著
者
の
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
（
一
九
〇
七
－
一
九
九
二
）
は
多
年
に
わ
た
っ
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
法
理

学
教
授
を
つ
と
め
た
二
十
世
紀
後
半
を
代
表
す
る
法
哲
学
者
だ
か
ら
、
本
書
を
手
に
す
る
読
者
に
は
わ
ざ
わ
ざ
説
明
す

る
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。
彼
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ト
夫
妻
と
多
年
に
わ
た
る
親
交
が
あ
っ
た
法
学
者
ニ
コ
ラ
・

レ
イ
シ
ー
に
よ
る
『
法
哲
学
者
Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
・
ハ
ー
ト
の
生
涯　

上
・
下
』（
中
山
竜
一
・
森
村
進
・
森
村
た
ま
き
訳
、

岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
）
が
詳
し
い
。
特
に
こ
の
伝
記
の
第
十
二
章
は
ハ
ー
ト
の
ベ
ン
サ
ム
研
究
に
つ
い
て
書
い
て

い
る
の
で
、
本
書
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
に
は
併
読
を
お
勧
め
す
る
。

ハ
ー
ト
の
著
書
は
本
書
以
外
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
出
版
社
は
す
べ
て
本
書
同
様
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
会

で
あ
る
。

Law
, Liberty, and M

orality

（1963

）

T
he M

orality of the Crim
inal Law

（1965

）

Punishm
ent and R

esponsibility: E
ssays in the Philosophy of Law

（1968

）
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E
ssays in Jurisprudence and Philosophy

（1983

）［『
法
学
・
哲
学
論
集
』
矢
崎
光
圀
ほ
か
訳
、
み
す
ず
書
房
、

一
九
九
〇
年
］

（A
.M

. H
onoré

と
の
共
著
）Causation in the Law

, 2nd ed.

（1985

）［『
法
に
お
け
る
因
果
性
』
井
上
祐
司
ほ
か

訳
、
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
］

T
he Concept of Law

 , 3
rd ed.

（2012

）［『
法
の
概
念
［
第
3
版
］』
長
谷
部
恭
男
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇

一
四
年
。
ほ
か
に
原
書
初
版
（
一
九
六
一
年
）
の
訳
と
し
て
『
法
の
概
念
』
矢
崎
光
圀
監
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七

六
年
が
あ
る
］

な
お
日
本
で
独
自
に
編
ま
れ
た
論
文
集
『
権
利
・
功
利
・
自
由
』（
小
林
公
・
森
村
進
訳
、
木
鐸
社
、
一
九
八
七
年
）

は
、『
ベ
ン
サ
ム
論
集
』
か
ら
三
編
、『
法
学
・
哲
学
論
集
』
か
ら
四
編
の
論
文
と
、
初
期
の
単
行
本
未
収
録
論
文
「
自

然
権
は
存
在
す
る
か
」
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
『
ベ
ン
サ
ム
論
集
』
か
ら
の
三
編
は
第
Ⅳ
、
Ⅶ
、
Ⅷ
章

で
、
す
べ
て
私
が
訳
し
た
も
の
だ
が
、
本
書
に
収
録
す
る
に
あ
た
っ
て
手
を
加
え
た
。

本
書
は
翌
一
九
八
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
法
学
・
哲
学
論
集
』
と
と
も
に
ハ
ー
ㇳ
の
最
晩
年
の
論
文
集
と
な
っ
た
も

の
だ
が
、
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で
翻
訳
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
不
思
議
な
く
ら
い
だ
。
そ
の
理
由
は
、

十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に
活
躍
し
た
哲
学
者
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ベ
ン
サ
ム
に
関
す
る
論
文
集
と
い
う
形
式
が
思

想
史
の
専
門
家
向
き
す
ぎ
る
よ
う
に
見
え
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
書
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ

う
に
、
ハ
ー
ト
は
こ
こ
で
ベ
ン
サ
ム
の
思
想
の
知
ら
れ
ざ
る
・
興
味
深
い
・
現
代
的
意
義
の
あ
る
諸
側
面
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
特
に
本
書
の
後
半
で
ベ
ン
サ
ム
の
著
作
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
な
が
ら
今
日
の
法
哲
学
に
重
要
な
寄
与
を

行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
ハ
ー
ト
の
論
述
の
方
法
は
〈
大
昔
の
哲
学
者
の
著
作
を
あ
た
か
も
昨
日
出
版
さ
れ
た
哲
学
文
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献
の
よ
う
に
論
ず
る
〉
と
い
う
非
歴
史
的
な
分
析
哲
学
者
の
方
法
の
実
例
の
よ
う
に
読
め
る
。
こ
の
よ
う
な
部
分
は
ベ

ン
サ
ム
に
関
す
る
研
究
と
い
う
よ
り
も
ベ
ン
サ
ム
の
思
想
に
触
発
さ
れ
た
ハ
ー
ト
自
身
の
思
索
の
開
陳
と
い
う
性
質
が

強
く
な
る
の
で
、
読
者
は
ハ
ー
ト
の
代
表
作
『
法
の
概
念
』
を
前
も
っ
て
読
ん
で
お
い
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
私
は
本
書
の
思
想
史
研
究
と
し
て
の
意
義
を
い
さ
さ
か
も
否
定
す
る
つ
も
り
が
な
い
。
私
は
本
書
刊
行
か

ら
の
四
十
余
年
間
に
も
著
し
い
進
展
を
と
げ
て
き
た
ベ
ン
サ
ム
研
究
に
つ
い
て
門
外
漢
な
の
で
、
日
本
に
お
け
る
ベ
ン

サ
ム
法
理
論
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
戒
能
通
弘
教
授
（
同
志
社
大
学
）
に
「
ハ
ー
ト
と
現
在
の
ベ
ン
サ
ム
研
究
」
と

い
う
題
名
の
「
補
説
」
を
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

以
下
各
章
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
よ
う
。

序
論
は
本
書
の
各
章
に
触
れ
て
い
る
が
、
本
文
だ
け
読
ん
だ
の
で
は
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
広
範
な
見
通
し
を
そ
れ
ら

に
与
え
て
く
れ
る
か
ら
、
全
体
を
読
了
し
た
後
で
も
う
一
度
読
み
返
す
価
値
が
あ
る
。
な
お
冒
頭
（
二
－
三
頁
）
で
も

明
示
さ
れ
、
本
文
で
も
随
所
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
ー
ト
は
ベ
ン
サ
ム
の
一
般
的
法
理
論
が
彼
の
法
典
化

の
提
案
の
よ
う
な
実
践
的
関
心
か
ら
一
応
独
立
し
た
道
徳
的
に
中
立
な
も
の
だ
と
理
解
し
た
が
（
こ
の
よ
う
な
理
解
に

は
ジ
ュ
リ
ー
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
『
法
哲
学
の
哲
学
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
四
年
）
二
三
五
頁
も
従
っ
て
い
る
）、「
補
説
」

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
通
り
、
今
日
の
ベ
ン
サ
ム
研
究
者
ス
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
こ
の
見
方
に
反
対
し
て
い
る
。
ベ
ン
サ
ム

は
事
実
と
価
値
と
の
概
念
的
区
分
を
行
わ
ず
、
価
値
を
快
苦
と
同
一
視
す
る
自
然
主
義
者
で
、
ベ
ン
サ
ム
に
よ
る
法
の

同
定
も
行
為
主
体
に
と
っ
て
の
快
苦
と
い
う
価
値
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
各
行
為
者
に

と
っ
て
の
個
人
的
価
値
と
功
利
の
原
理
か
ら
判
定
さ
れ
た
全
体
に
と
っ
て
の
最
終
的
価
値
と
は
別
物
だ
ろ
う
。
後
者
の

方
が
実
践
的
法
理
論
の
対
象
と
な
る
価
値
で
あ
る
。
ま
た
ベ
ン
サ
ム
が
記
述
的
法
学
と
実
践
的
法
学
を
ハ
ー
ト
の
言
う
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よ
う
に
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ハ
ー
ト
が
ベ
ン
サ
ム
の
法
理
論
を
記
述
的
法
学
と
し
て
解
釈
し
利
用
し
た

こ
と
が
不
当
だ
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
農
学
者
が
品
種
改
良
と
か
疫
病
予
防
と
い
っ
た
実
践
的
目
的
の

た
め
に
何
ら
か
の
生
物
学
上
の
学
説
を
発
表
し
て
も
、
そ
の
目
的
か
ら
独
立
し
て
生
物
学
説
と
し
て
の
是
非
を
検
討
で

き
る
の
と
同
様
だ
。

第
Ⅰ
章
と
第
Ⅱ
章
は
ベ
ン
サ
ム
の
十
八
世
紀
的
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
の
面
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
が
、
彼
が
ど
ん

な
点
に
も
お
め
ず
臆
せ
ず
功
利
の
原
理
を
徹
底
す
る
態
度
は
、
当
時
も
今
も
彼
を
奇
人
と
み
な
し
た
く
な
る
十
分
な
原

因
に
な
っ
て
い
る
。

第
Ⅲ
章
は
ハ
ー
ト
の
論
文
の
中
で
一
番
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
イ
ン
タ
レ
ス
ト
に
富
む
も
の
だ
。
最
後
の
二
頁
な
ど
感
動
的

と
さ
え
言
え
る
。
中
で
も
私
に
と
っ
て
一
番
面
白
か
っ
た
の
は
、
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
や
カ
リ
オ
ス
ト
ロ
と
い
っ
た
同
時
代
の

国
際
的
山
師
を
思
わ
せ
る
ジ
ョ
ン
・
リ
ン
ド
に
関
す
る
部
分
だ
。
リ
ン
ド
が
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
政

府
の
政
策
を
擁
護
す
る
文
書
の
中
で
〈
財
産
と
い
う
も
の
は
法
律
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
国
法
が
決
め
る
の

だ
か
ら
、
課
税
は
市
民
か
ら
財
産
を
取
り
立
て
る
わ
け
で
は
な
く
、
市
民
が
本
来
持
つ
権
利
の
な
い
公
共
の
財
産
を
返

さ
せ
る
に
す
ぎ
な
い
〉
と
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
現
代
の
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
批
判
の
先
駆
け
と
言
え
る
。

第
Ⅳ
章
は
『
法
学
・
哲
学
論
集
』
に
収
録
さ
れ
た
論
文
「
功
利
主
義
と
自
然
権
」
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
そ
ち
ら

で
は
〈
自
然
権
の
主
張
は
無
政
府
状
態
に
至
る
〉
と
い
う
政
治
的
な
批
判
の
方
が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
で
は

〈
道
徳
的
権
利
と
い
う
観
念
は
そ
も
そ
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
〉
と
い
う
論
理
的
な
批
判
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
論
文
に
よ
る
と
、
道
徳
的
権
利
の
存
在
を
認
め
な
い
ベ
ン
サ
ム
と
そ
れ
を
認
め
る
ミ
ル
の
相
違
は
一
見
す
る

ほ
ど
大
き
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
者
の
主
た
る
相
違
は
、
彼
ら
が
法
的
権
利
が
存
在
す
べ
き
だ
と
み
な
す
場
合

に
、
ミ
ル
は
ベ
ン
サ
ム
と
違
っ
て
〈
道
徳
的
権
利
が
存
在
す
る
〉
と
述
べ
る
の
を
た
め
ら
わ
な
か
っ
た
点
に
あ
る
。
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第
Ⅴ
章
は
『
法
一
般
論
』（
現
在
の
版
で
は
『
法
学
の
刑
事
法
分
野
の
領
域
に
つ
い
て
』）
の
紹
介
に
始
ま
る
が
、
ベ

ン
サ
ム
版
の
法
命
令
説
の
検
討
が
主
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。
ベ
ン
サ
ム
の
説
は
義
務
論
理
の
先
駆
を
含
み
、
ま

た
法
と
制
裁
（
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
）
の
間
の
微
妙
な
関
係
を
指
摘
す
る
な
ど
、
そ
の
後
の
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
法

命
令
説
よ
り
も
洗
練
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
や
は
り
問
題
を
残
し
て
い
た
。

制
裁
と
い
う
テ
ー
マ
が
第
Ⅴ
章
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
第
Ⅵ
章
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
こ
の
章
は

そ
の
前
半
で
法
的
義
務
の
性
質
に
関
す
る
ベ
ン
サ
ム
の
記
述
を
詳
細
に
検
討
し
、
後
半
で
法
的
義
務
と
道
徳
的
義
務
の

関
係
に
関
す
る
現
代
の
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
と
ラ
ズ
の
説
を
批
判
す
る
。
こ
こ
で
の
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
批
判
は
特
に
注
目
に
値

す
る
。
と
い
う
の
は
、〈
ハ
ー
ト
は
死
後
公
刊
さ
れ
た
『
法
の
概
念　

第
二
版
』
の
後
記
以
外
の
文
章
で
ド
ゥ
オ
ー
キ

ン
の
法
理
論
に
応
答
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
、「
ハ
ー
ト
＝
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
論
争
」
と
称
さ
れ
る
も
の
は
実
際
に

は
存
在
せ
ず
、
ハ
ー
ト
の
生
前
は
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
ハ
ー
ト
批
判
し
か
な
か
っ
た
〉
と
い
う
誤
っ
た
神
話
が
流
布

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
（
た
と
え
ば
、
題
名
か
ら
も
明
白
なN

icos Stavropoulos “T
he D

ebate T
hat N

ever 
W

as”, H
arvard Law

 R
eview

, vol.130 
（2017

） 2082

）。
し
か
し
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
方
が
は
る
か
に
多
く
の
イ
ン

ク
を
こ
の
論
争
の
た
め
に
費
や
し
た
と
は
い
え
、
実
際
に
は
ハ
ー
ト
は
こ
の
第
Ⅵ
章
や
『
法
学
・
哲
学
論
集
』
収
録
の

「
イ
ギ
リ
ス
人
の
見
た
ア
メ
リ
カ
法
理
学
」
で
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
『
権
利
論
』
を
批
判
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
ド
ゥ
オ

ー
キ
ン
は
そ
の
後
一
九
八
六
年
に
『
法
の
帝
国
』
を
発
表
し
、『
権
利
論
』
で
明
示
的
に
論
じ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
に
争

点
を
拡
張
し
た
の
で
、
ハ
ー
ト
の
批
判
は
応
答
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
も
逸
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
（
そ
し
て
『
法
の
帝

国
』
に
対
す
る
反
論
は
死
後
に
な
っ
て
か
ら
公
表
さ
れ
た
）
わ
け
だ
が
、
と
も
か
く
ハ
ー
ト
は
生
前
か
ら
ド
ウ
ォ
ー
キ

ン
の
批
判
に
自
著
の
中
で
反
論
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
章
の
第
Ⅲ
節
で
は
ベ
ン
サ
ム
の
義
務
理
論
の
〈
混
合
理
論
〉
に
代
わ
る
不
成
功
の
理
論
の
一
つ
と
し
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て
「
二
重
命
令
理
論
」
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
の
理
論
に
よ
る
と
、
法
的
責
務
を
作
り
出
す
た
め
に
必
要
な
の
は
、
あ
る

行
動
を
命
令
あ
る
い
は
禁
止
す
る
主
要
な
法
律
（
①
）
と
、
そ
の
法
律
の
違
反
へ
の
処
罰
を
命
ず
る
補
完
的
法
律

（
②
）
の
結
合
だ
け
で
、〈
義
務
違
反
へ
の
帰
結
と
し
て
現
実
に
苦
痛
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
〉
と
い
う
条
件
ま
で

は
要
求
さ
れ
な
い
と
い
う
点
が
〈
混
合
理
論
〉
と
異
な
る
。
こ
の
「
二
重
命
令
理
論
」
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
違
反

へ
の
処
罰
を
命
ず
る
法
律
（
②
）
さ
え
あ
れ
ば
法
的
義
務
が
あ
る
と
提
唱
し
た
の
が
ケ
ル
ゼ
ン
の
純
粋
法
学
だ
と
言
え

そ
う
だ
。
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
本
来
の
意
味
で
の
法
規
範
は
公
務
員
に
向
け
ら
れ
た
規
範
で
あ
っ
て
、
一
般
人
に
向

け
ら
れ
た
規
範
は
二
次
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
そ
う
だ
か
ら
。

次
の
二
つ
の
章
は
法
律
関
係
に
関
す
る
ベ
ン
サ
ム
の
議
論
を
検
討
す
る
も
の
だ
。
中
で
も
第
Ⅶ
章
の
「
法
的
権
利
」

は
、
今
日
で
も
法
的
権
利
の
意
志
説
（
ハ
ー
ト
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
は
む
し
ろ
彼
の
表
現
通
り
「
選
択
説
」
と
呼
ぶ
方
が

適
切
だ
ろ
う
）
を
代
表
す
る
論
文
と
し
て
法
的
権
利
に
関
す
る
文
献
で
は
必
ず
あ
げ
ら
れ
る
ほ
ど
、
現
代
の
古
典
と
し

て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
教
授
のM

atthew
 H

. K
ram

er

は
最
近R

ights and 
R

ight-H
olding: A

 Philosophical Investigation 

（O
xford U

niversity Press, 2024

）
と
い
う
大
著
とLegal 

R
ights and M

oral R
ights 

（Cam
bridge U

niversity Press, 2025

）
と
い
う
短
い
本
の
両
方
で
法
的
権
利
の
利

益
説
を
力
説
し
た
が
、
そ
こ
で
彼
も
ハ
ー
ト
の
こ
の
論
文
に
詳
細
な
批
判
的
検
討
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
日
本
語
文
献

で
も
管
見
の
限
り
、
森
村
進
『
権
利
と
人
格
』（
創
文
社
、
一
九
八
九
年
）
第
1
部
第
3
章
、
青
井
秀
夫
『
法
理
学
概

説
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
第
3
章
、
小
林
公
『
法
哲
学
』（
木
鐸
社
、
二
〇
〇
九
年
）
第
3
章
、
田
中
成
明
『
現

代
法
理
学
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
第
7
章
１
、
亀
本
洋
『
法
哲
学
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
第
3
章
、
瀧
川

裕
英
＝
宇
佐
美
誠
＝
大
屋
雄
裕
『
法
哲
学
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
）
第
5
章
、
佐
藤
遼
『
法
律
関
係
論
に
お
け
る

権
能
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
八
年
）
第
5
章
、
酒
匂
一
郎
『
法
哲
学
講
義
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
九
年
）
第
2
章
な
ど
多
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数
の
書
物
が
多
か
れ
少
な
か
れ
ハ
ー
ト
説
に
言
及
し
て
い
る
。

本
章
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
論
文
だ
が
、
ハ
ー
ト
は
論
文
の
冒
頭

で
言
及
し
て
い
る
ホ
ー
フ
ェ
ル
ド
の
『
法
の
基
本
的
諸
観
念
』
の

用
語
法
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
、
読
者
に
は
そ
の
予
備

知
識
が
必
要
だ
。
む
ろ
ん
ベ
ン
サ
ム
は
二
十
世
紀
の
ホ
ー
フ
ェ
ル

ド
に
よ
る
法
的
関
係
の
分
類
な
ど
知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
が
、
ハ

ー
ト
が
し
て
い
る
よ
う
に
、
ベ
ン
サ
ム
の
思
想
を
ホ
ー
フ
ェ
ル
ド

の
図
式
に
あ
て
は
め
て
そ
れ
を
権
利
の
利
益
説
の
一
種
と
理
解
す

る
こ
と
は
不
当
で
な
い
し
、
議
論
の
明
確
化
に
資
す
る
。
今
あ
げ

た
文
献
で
は
ホ
ー
フ
ェ
ル
ド
図
式
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
有
斐
閣
の
『
法
律
学
小
辞
典　

第
6
版
』
の
「
ホ
ー
フ

ェ
ル
ド
」
の
項
目
の
、「［
彼
は
］
あ
ら
ゆ
る
法
的
関
係
を
2
当
事

者
間
の
権
利
＝
請
求
権
（right

）、
無
権
利
（no-right

）、
義
務

（duty

）、
義
務
の
不
存
在
と
し
て
の
自
由
＝
特
権
（privilege

）、

権
能
（pow

er

）、
無
権
能
（disability

）、
負
担
（liability

）、

免
除
（im

m
unity

）
と
い
う
8
つ
の
基
本
的
概
念
に
還
元
し
て

分
析
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
ア
メ
リ
カ
法
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
英
米
の
法
学
に
巨
大
な
影

響
を
与
え
た
」
と
い
う
文
章
を
引
用
し
、
そ
れ
に
加
え
て
私
が
か

ホーフェルドの法の基本的諸観念

請求権 claim-right

無権利 no-right

義務 duty
（責務 obligation）

～ x
B A ＝

 x
B A

自由 liberty
特権（ privilege）

～ x
A B

 x
A B＝

左上：BはAがxしないことへの請求権を持つ。
左下：BはAがxすることについて無権利である。
右上：Aはxしない義務をBに対して負う。
右下：Aはxする自由をBに対して持つ。

権能 power

無権能 disability
no-power

負担（責任）
liability

y
A B ＝

y
A B

免除 immunity

y
B A

y
B A＝

左上：AはBの法律関係yを変える権能を持つ。
左下：AはBの法律関係yについて無権能である。
右上：Bはその法律関係yについてAに負担を負う。
右下：Bはその法律関係yについてAからの免除を
        持つ。

＝：同義 ↔：反対
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つ
て
『
権
利
と
人
格
』
四
一
頁
に
あ
げ
た
表
を
前
頁
に
再
掲
す
る
こ
と
だ
け
で
簡
単
な
説
明
に
か
え
た
い
。

表
の
左
の
四
つ
の
観
念
は
行
為
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
右
の
四
つ
の
観
念
は
地
位
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
両
者

は
相
互
に
還
元
で
き
な
い
と
ホ
ー
フ
ェ
ル
ド
は
考
え
た
。（
た
だ
し
片
方
が
も
う
一
方
に
還
元
で
き
る
と
い
う
見
解
も

あ
る
。
佐
藤
前
掲
書
第
７
章
を
見
よ
。）

そ
し
て
ホ
ー
フ
ェ
ル
ド
は
、
広
義
の
い
わ
ゆ
る
「
権
利right

」
は
請
求
権
と
自
由
と
権
能
と
免
除
の
四
つ
を
包
含

す
る
と
考
え
た
し
、
ハ
ー
ト
も
初
期
の
論
文
で
は
そ
れ
に
従
っ
て
い
た
が
（『
法
学
・
哲
学
論
集
』
第
一
論
文
の
注
15
）、

こ
の
章
の
ハ
ー
ト
は
請
求
権
（
責
務
に
相
関
的
な
権
利
）
と
自
由
と
権
能
と
い
う
三
つ
だ
け
を
権
利
と
し
て
、
免
除
は

権
利
の
中
に
含
め
て
い
な
い
（
ま
た
ベ
ン
サ
ム
も
そ
う
考
え
て
い
た
と
ハ
ー
ト
は
想
定
し
て
い
る
）。
し
か
し
〈
他
人

に
よ
っ
て
自
分
の
法
律
関
係
を
変
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
〉
と
い
う
免
除
の
地
位
を
自
分
で
放
棄
で
き
る
（
つ
ま
り
、

放
棄
す
る
権
能
を
持
っ
て
い
る
）
場
合
、
そ
の
免
除
も
ま
た
権
利
の
選
択
説
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

と
も
か
く
選
択
の
権
能
と
い
う
観
念
を
中
心
に
法
的
権
利
を
理
解
す
る
ハ
ー
ト
の
基
本
的
な
発
想
は
「
権
利
保
有
者
は

…
…
〔
相
手
が
負
う
〕
義
務
が
カ
バ
ー
す
る
行
動
の
領
域
で
は
…
…
小
規
模
な
主
権
者
な
の
で
あ
る
」（
二
一
七
頁
）

と
い
う
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
文
章
に
よ
っ
て
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

な
お
ハ
ー
ト
の
議
論
が
も
っ
ぱ
ら
民
事
法
上
の
権
利
を
典
型
と
す
る
も
の
で
、
憲
法
や
国
際
法
上
の
人
権
は
大
部
分

念
頭
に
置
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
Ⅷ
章
は
第
Ⅶ
章
以
上
に
ベ
ン
サ
ム
説
の
再
構
成
と
批
判
に
ス
ペ
ー
ス
が
さ
か
れ
て
い
る
。
ベ
ン
サ
ム
は
同
じ
「
権

能
（
権
限
）pow

er

」
と
い
う
名
前
で
呼
ん
で
い
る
が
、
彼
の
言
う
「
権
能
」
に
は
二
種
類
あ
っ
て
、
両
者
は
全
く
異

な
る
。「
接
触
の
権
能
」
は
ホ
ー
フ
ェ
ル
ド
流
に
言
え
ば
「
特
権
（
あ
る
い
は
自
由
）」
の
一
種
で
、「
支
配
の
権
能
」

の
方
が
ホ
ー
フ
ェ
ル
ド
の
「
権
能
」
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
は
『
法
の
概
念
』
の
中
で
は
法
命
令
説
と
い
う
文
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脈
の
中
で
し
か
法
的
権
能
と
い
う
観
念
に
触
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
も
っ
と
積
極
的
に
解
明
し
て
い
て
、
権
能
が

ル
ー
ル
に
依
存
す
る
と
い
う
点
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
章
の
後
半
は
次
の
章
と
関
係
が
深
い
。

第
Ⅸ
章
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
よ
り
繊
細
な
ベ
ン
サ
ム
の
主
権
論
も
合
法
・
違
法
と
有
効
・
無
効
の
相
違
を
区
別
し
て

い
な
い
と
し
て
批
判
す
る
。
こ
れ
を
日
本
の
法
学
の
用
語
を
使
っ
て
言
え
ば
、
ベ
ン
サ
ム
の
法
理
論
で
は
（
禁
止
を
排

す
る
）「
許
可
」
と
（
法
律
行
為
の
効
力
を
与
え
る
）「
認
可
」
が
区
別
さ
れ
な
い
、
と
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

最
後
の
第
Ⅹ
章
は
ラ
ズ
が
『
実
践
的
理
由
と
規
範
』
で
提
唱
し
た
「
排
除
理
由
」
と
い
う
観
念
を
、「
内
容
か
ら
独

立
し
た
絶
対
的
理
由
」
と
い
う
観
念
に
置
き
換
え
て
法
命
令
説
の
検
討
の
中
で
利
用
し
た
も
の
だ
が
（
二
八
九
頁
を
参

照
）、
ハ
ー
ト
が
こ
の
実
り
豊
か
な
観
念
を
そ
れ
以
上
発
展
さ
せ
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
は
惜
し
ま
れ
る
。
な
お
こ

の
章
の
題
名
は
本
文
で
は“Com

m
ands and A

uthoritative Legal Reasons”

だ
が
、
目
次
で
は“Com

m
ands 

and A
uthoritative Reasons”

で
、“Legal”

が
抜
け
て
い
る
。
訳
書
で
は
本
文
の
題
名
に
統
一
し
た
。

こ
の
訳
書
を
完
成
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
前
記
の
よ
う
に
戒
能
教
授
に
補
論
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
綿
密
に
訳
稿
を
検
討
し
て
多
数
の
指
摘
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。
こ
の
指
摘
を
受
け
な
か
っ
た
ら

本
書
は
は
る
か
に
欠
陥
の
多
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
ま
だ
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
誤
り
は
す
べ

て
私
の
責
任
で
あ
る
。

最
後
に
、
し
か
し
最
小
で
な
く
、
今
回
も
「
基
礎
法
学
翻
訳
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
本
書
の
編
集
を
担
当
し
て
い
た

だ
い
た
勁
草
書
房
編
集
部
の
山
田
政
弘
さ
ん
に
感
謝
す
る
。

二
〇
二
五
年
春
分
の
日 

森
村　

進


